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NO. 47

　12月14日に 2016 年度予算への要望書を市長に提出。私は、単身高齢
者住宅家賃補助制度の（前年の収入158万円以下）「一人暮らしだけ」と
いう対象条件を、高齢夫婦で住んでいる場合なども利用できるようにする
ことを求めました。低年金化で公営住宅の入居を希望される方が多いな
か、府営住宅はなかなかあたらない状況です。住居は暮らしの土台であり、
制度の改善が必要です。

　
年
金
や
医
療
、
介
護
の
改
悪
が
す
す
め
ら
れ

る
中
、
消
費
税
が
２
０
１
７
年
４
月
に
８
％
か

ら
10
％
へ
引
き
上
げ
で
す
。
軽
減
税
率
の
導
入

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
行
か
ら
２
％
増

税
し
た
分
の
５・４
兆
円
の
う
ち
、
１
兆
～
１
・

３
兆
円
を
減
税
し
て
も
、
４
兆
円
を
超
え
る
大

増
税
と
な
り
、
１
家
族
あ
た
り
年
４
万
円
以
上

の
負
担
増
で
す
。
国
民
に
負
担
を
押
し
つ
け
る

国
の
政
治
に
よ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
暮
ら
し
は

大
変
に
な
り
ま
す
。

　
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
市
民
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

重
点
要
望
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
（http://

w
w
w
.jcp-takatuki.jp/

）

〇
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
引
き
続
き
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

〇
消
費
税
増
税
に
よ
る
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

伴
い
、
低
収
入
世
帯
向
け
の
減
免
制
度
を
創

設
す
る
こ
と

〇
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校
卒
業
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と

〇
35
人
学
級
の
中
学
校
１
年
生
へ
の
拡
大
を
検

討
す
る
こ
と

〇
特
に
浸
水
被
害
が
ひ
ど
い
地
域
は
雨
水
管
の

整
備
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と

国
の
政
治
と
市
民
の
暮
ら
し

市
の
役
割
に
つ
い
て

年
金
相
談
の
実
施
を

介
護
難
民
う
む
介
護
制
度

必
要
な
人
が
施
設
に
入
所
で
き
る
よ
う
制
度
改
善
を

重
点
要
望

医療、介護の
重い負担 少しでも負担軽減に努力を

２０１６年度予算要望

　
年
金
受
給
者
は
、
全
国
で
３
９
５
０
万
人
で
、
そ
の
内
４
割

は
月
10
万
円
以
下
で
す
。
病
気
や
介
護
を
機
に
、
一
気
に
生
活

が
で
き
な
く
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
医
療
、
介
護
の
負
担

軽
減
が
必
要
で
す
。

　

年
金
受
給
資
格
が
な
い
と

あ
き
ら
め
て
い
る
高
齢
者
に

対
し
、
一
般
的
な
相
談
で
な

く
、
専
門
的
に
対
応
す
る
年
金

相
談
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
正

し
く
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生

活
保
護
で
は
２
０
１
１
年
か
ら

年
金
調
査
員
を
置
き
、
３
年
間

で
２
８
４
９
件
、
生
活
保
護
費

削
減
額
は
年
間
で
４
４
１
０
万

円
。
過
去
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

年
金
を
取
り
返
し
た
分
を
合
わ

せ
る
と
数
億
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
活
保
護
費
削
減

が
目
的
の
た
め
、
一
般
相
談
の

対
応
は
出
来
ま
せ
ん
。
国
に
働

き
か
け
年
金
調
査
委
員
の
業
務

拡
大
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
12
日
７
日
付
け
の
毎
日
新
聞

で
は
、「
介
護
殺
人
事
件
」
44

件
の
う
ち
半
数
近
い
20
件
で

加
害
者
が
昼
夜
を
問
わ
な
い

過
酷
な
介
護
生
活
を
し
て
お

り
、
加
害
者
や
家
族
の
供
述

か
ら
、
66
％
の
加
害
者
は
介
護

へ
の
強
い
使
命
感
や
周
囲
の
理

解
不
足
か
ら
、
介
護
の
苦
し
み

を
抱
え
込
ん
で
い
た
と
の
こ
と

で
す
。
低
年
金
化
の
な
か
、
収

入
に
応
じ
て
入
れ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
希
望
す
る
人
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
保

険
改
悪
に
よ
り
、
特
別
の
場
合

を
除
き
、
介
護
度
３
以
上
で
な

い
と
入
所
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、市
の
特
養
ホ
ー

ム
待
機
者
は
昨
年
４
月
３
４
５

人
、
今
年
４
月
は
２
８
８
人
と

減
少
。
制
度
改
悪
で
は
な
く
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
や
介
護
報

酬
の
引
き
上
げ
で
施
設
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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定例・市政相談会 きよた純子
第３㈭午後２時〜４時 第４㈯午後３時〜５時お気軽にご相談を

６７６−５０６８

12
月
議
会

文
教
市
民
・
都
市
環
境
委
員
会
協
議
会
報
告

放
置
自
転
車
の

城
跡
公
園
や
市
民
会
館
の

　
　
　
　
　
　
　
再
整
備
に
つ
い
て

自
転
車
保
管
場
所
に
つ
い
て

　

今
年
２
月
に
「
市
民
会

館
の
建
て
替
え
基
本
計
画
」

を
策
定
。
今
回
、
報
告
さ

れ
た
「
新
文
化
施
設
管
理

運
営
方
針
」
は
、
事
業
や

管
理
運
営
の
基
本
的
な
方

針
で
す
。
ま
た
、
公
園
と

文
化
施
設
の
一
体
的
整
備

を
め
ざ
し
た
「
城
跡
公
園

再
整
備
基
本
計
画
」（
素
案
）

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
保
管
場
所
は

自
転
車
保
管
再
生
セ
ン

タ
ー
（
前
島
１

－

35

－

２
）
と
城
南
町
二
丁
目
に

２
ヶ
所
あ
り
ま
す
。
自

転
車
撤
去
は
１
９
９
４

年
度
の
２
万
２
５
２
９
台

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
、
２
０
１
４
年
度

は
５
１
９
９
台
。
城
南
町

の
自
転
車
保
管
場
所
の

２
０
１
５
年
度
賃
借
料
は

年
間
約
６
７
０
万
円
で
す
。

放
置
自
転
車
保
管
場
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
今
年
度

当
初
よ
り
検
討
し
て
き
た

と
し
て
、
城
南
町
の
保
管

場
所
を
廃
止
し
、
１
ヶ
所

に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

前
島
の
保
管
セ
ン
タ
ー
へ

の
施
設
統
合
は
２
０
１
７

年
１
月
に
放
置
自
転
車
を

撤
去
し
た
分
か
ら
。
城
南

町
の
保
管
場
所
解
体
も
同

年
１
月
実
施
予
定
で
す
。

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
に
つ
い
て

　

市
は
義
務
教
育
９
年
間

の
系
統
性
、
連
続
性
に
配

慮
し
た
指
導
を
め
ざ
し
、

小
中
学
校
で
連
携
型
の
小

中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

　
連
携
型
の
場
合
、
小
中

学
校
間
で
の
打
ち
合
わ
せ

や
研
修
時
間
の
確
保
が
課

題
で
す
。
市
の
報
告
で
は

課
題
の
解
消
の
た
め
、「
施

設
一
体
型
」
小
中
一
貫
教

育
を
検
討
す
る
審
議
会
を

設
置
す
る
条
例
の
改
正
を

３
月
議
会
に
提
案
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
私
は
中
央
教
育
審
議
会

で
は
「
施
設
一
体
型
」
の

小
中
一
貫
校
は
「
小
学
５
、

６
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
形
成
に
課
題
が
あ
る
」

と
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
、
ま
ず
課
題
や
問

題
点
を
出
し
て
比
較
検
討

を
す
る
こ
と
が
必
要
と
訴

え
ま
し
た
。

年度/
エリア 北エリア

中央エリア

平成28年

平成29年

平成30年

平成31年

平成32年

平成33年

平成34年

平成35年

平成36年

平成37年

雨水貯水施設公園・新市民会館

公園
基本計画 公園

基本計画

公園
実施設計

公園
整備工事

南エリア

市民会館
撤去工事

公園
実施設計

実施設計

整備工事

公園
整備工事

新市民
会館
整備工事

基本計画
・実施設計

公園
整備工事

供用開始

供用開始

供用開始

埋文調査※

埋文調査※

埋文調査※

埋文調査※

※埋文調査：埋蔵文化財発掘調査

事業スケジュール

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
日
程

●
「
城
跡
公
園
再
整
備
基

本
計
画
」（
素
案
）
12
月

21
日
～
１
月
20
日　

公
園
課
６
７
４

－７
５
１
６

●
「
新
文
化
施
設
管
理
運

営
方
針
」
１
月
４
日
～
２

月
３
日　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

６
７
４

－７
４
１
４

中央エントランス
ゾーン

市民の森ゾーン

文化交流ゾーン
（新市民会館予定地）

文化広場
ゾーン

文化ホール

メインエントランスゾーン

便益施設
ゾーン

歴史散策
ゾーン

修景広場
ゾーン

野見神社

幼児遊具
広場ゾーン

遊具広場
ゾーン

集いの広場
ゾーン

桜並木ゾーン

計画地の現況 城跡公園
再整備基本計画のゾーンニング


